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■町税

町が賦課・徴収する地方税で

す。普通税と目的税がありま

す。

■地方交付税

地方公共団体の財源不足や団

体間の財政不均衡を是正し、

その事務を遂行できるよう、

国から地方公共団体へ交付さ

れる資金です。国税収入の内

から一定の比率で交付されま

す。

■町債

町が資金調達のために負担す

る債務で、いわゆる借金です。

将来にわたってその元利償還

の義務が生じるため、単に財

源不足の理由だけで起債を行

うことがあってはなりません。

■国庫支出金

国が地方公共団体に対して、

特定の事業を促進する目的で

資金の使途を指定して交付す

る補助金・負担金・委託金な

どの総称です。

■県支出金

県が地方公共団体に対して、特

定の事業を促進する目的で、資

金の使途を指定して交付する補

助金・負担金・委託金などの総

称です。

■公債費

元利償還金と一時借入金利子の

合算額です。過去の債務の支払

いに要する経費であることか

ら、公債費の増加は当該年度に

問題があるのではなく、借り入

れる時点で償還金や利子などに

ついて十分検討し、借り入れを

行う必要があります。

利子割交付金 
配当割交付金 
株式等譲渡所得割交付金 
ゴルフ場利用税交付金 
自動車取得税交付金 
地方特例交付金 
交通安全対策特別交付金 
※分担金および負担金 
※使用料および手数料 
※財産収入 
※寄附金 
※繰入金 
※繰越金 
※諸収入 

12,753千円 
12,694千円 
9,693千円 
6,482千円 
95,473千円 
14,739千円 
3,772千円 

103,904千円 
62,869千円 
16,166千円 
12,763千円 
258,469千円 
402,625千円 
393,058千円 

 

そのほかの内訳（※は自主財源） 

地方消費税交付金 
180,850千円  2.5%

※町税 
2,391,117千円 
33.2%

地方交付税 
1,738,361千円 
24.1%

そのほか 
1,405,460千円 
　　15.8%

町債 
576,500千円　8.0%

国庫支出金 
391,699千円  5.4%

県支出金 
370,681千円  5.1%

地方譲与税 
147,965千円  2.1%

※は自主財源 

歳入総額 72億263万3千円 決 算
実質単年度収支は
6,928万7千円の黒字

一般会計において、歳入総額は72億

263万3千円（対前年度比＝112.7％）、

これに対して歳出総額は66億5,739万3

千円（対前年度比＝111.2％）で、歳入

歳出差引額は5億4,524万円の黒字となり

ました。

この歳入歳出差引額から翌年度へ繰り

越すべき財源は該当がなかったため、実

質収支額も同額の5億4,524万円の黒字と

なりました。

また、収支を平成19年度の単年度で考

えた場合、この実質収支額から前年度繰

越金3億7,595万3千円を差し引いた単年

度収支額は1億6,928万7千円となり、こ

れに基金積立額1億円を加え、さらに基

金取崩額2億円を差し引いた実質単年度

収支額は6,928万7千円の黒字となりまし

た。

平成19年度の明和町一般会計と８つの特別会計の歳入・歳出の各決

算、水道事業会計の決算が、９月に開かれた第３回町議会定例会でそ

れぞれ認定されました。

わたしたちが納めた税金がどのように使われたのか、また、まちづく

りはどのように行われたのか、一般会計を中心に決算のあらましをお

知らせします。

決算報告決算報告

の使い道の使い道

特集 決算
広報めいわ 11月号平成20年

(2008年)

用

語

の

解

説
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平成19年度 会計別決算額 

特
　
別
　
会
　
計 

企業会計 

水　道　事　業 

区　　　分   歳　入　額   歳　出　額 

一　般　会　計 72億0,263万3千円 66億5,739万3千円 

4億9,136万5千円 

24億3,555万8千円 

3,059万2千円 

1億0,122万1千円 

17億9,264万0千円 

8,335万3千円 

3億6,133万3千円 

14億9,113万0千円 

斎宮跡保存事業 

国民健康保険 

簡易水道事業 

住宅新築資金等貸付事業 

老人保健医療事業 

農業集落排水事業 

公共下水道事業 

介護保険 

4億9,067万7千円 

22億2,464万3千円 

3,056万3千円 

6,807万7千円 

17億2,162万8千円 

8,077万3千円 

3億4,833万8千円 

14億0,558万1千円 

3億6,952万3千円 

収益的収入 

7,805万8千円 

資本的収入 

3億6,811万7千円 

収益的支出 

1億7,417万6千円 

資本的支出 

19 (年度)181716平成15
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一般会計歳出決算額の推移

議会費 
76,834千円  1.1 %

総務費 
730,376千円 
11.0 %

民生費 
1,975,953千円 
29.7 %

衛生費 
578,619千円  8.7 %

労働費 
102千円  0.0 %農林水産業費 

317,164千円  4.8 %

諸支出金 
187,927千円  2.8 %

公債費 
734,834千円 
　  11.0 %

教育費 
844,078千円 
  12.7 %

商工費 
23,163千円  0.3 %

土木費 
891,262千円　 
13.4 %

消防費 
297,081千円 
4.5 %

歳出総額 66億5,739万3千円

歳 入 町税は33.2％
自主財源の合計は50.6％

一般会計歳入の主なものは、自主財源の柱となる町税

が23億9,111万7千円（対前年度比＝114.7％）で全体の

33.2％、地方交付税が17億3,836万1千円（対前年度

比＝97.3％）で全体の24.1％、町債が5億7,650万円（対

前年度比＝116.5％）で全体の8.0％などとなっています。

また、町税や使用料・手数料など「自主財源」の合計

は36億4,097万1千円で全体の50.6％、地方交付税や町

債、国・県支出金など「依存財源」の合計は35億6,166

万2千円で全体の49.4％となっています。

歳 出
民生費は29.7％、土木費は13.4％

一般会計歳出の主なものは、民生費が19億7,595万3

千円（対前年度比＝125.8％）で全体の29.7％、土木費

が8億9,126万2千円（対前年度比＝154.0％）で全体の

13.4％、教育費が8億4,407万8千円（対前年度比＝

104.0％）で全体の12.7％などとなっています。

町債残高 一般会計で77億5千万円
町全体では148億3千万円

一般会計歳出において、町債の返済金にあたる公債費

は7億3,483万4千円（対前年度比＝101.5％）で全体の

11.0％、町債の平成19年度末残高は77億5,380万1千円

（対前年度比99.6％）となっています。

また、町全体（一般会計を含む普通会計・特別会計・

水道事業会計）の町債の平成19年度末残高の合計額は

148億3,079万円（対前年度比99.4％）となっています。

平成平成1919年度年度 一般会計一般会計

6666億億55千万円千万円

特集 決算
広報めいわ 11月号平成20年

(2008年)
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　一 般 会 計一 般 会 計

主 な 内 容主 な 内 容

特集 決算
広報めいわ 11月号平成20年

(2008年)

J

【教育費　8億4,407万8千円】
教育総務費　1億1,168万2千円

※教育委員会費（委員報酬ほか）、事務局費（人件費、負

担金ほか）

小学校費　2億330万1千円

※学校管理費（人件費、需用費、施設管理・工事ほか）、

教育振興費（教育用コンピュータ借上料、就学援助費、

特別支援教育就学奨励費ほか）

中学校費　6,789万8千円

※学校管理費（人件費、需用費、施設管理・工事ほか）、

教育振興費（教育用コンピュータ借上料、就学援助費、

特別支援教育就学奨励費ほか）

幼稚園費　2億4,869万3千円

※幼稚園費（人件費、需用費、施設管理・工事、就園援

助費、私立幼稚園就園奨励費補助ほか）

社会教育費　1億6,834万7千円

※社会教育総務費（人件費、家庭教育子育て支援推進事

業、放課後子ども教室推進事業）、社会教育費（指導

員・委員報酬ほか）、公民館費（人件費、公民館講座・

同好会、文化祭

ほか）、文化財保

護費（埋蔵文化

財発掘調査、斎

宮跡保存事業特

別会計繰出金ほ

か）、ふるさと会

館費（施設管理・

運営業務委託ほ

か）

保健体育費　4,415万6千円

※保健体育総務費（各種大会、明和スポーツまつり、指

導委員報酬ほか）、体育施設費（需用費、施設管理委託、

施設工事ほか）

【公債費　7億3,483万4千円】
公債費　7億3,483万4千円

※元金（定時償還元金）、利子（定時償還利子）

【諸支出金　1億8,792万7千円】
基金費　1億4,292万7千円

※一般財政調整基金費（同基金積立金）ほか

開発公社費　4,500万円

※開発公社費（多気東部土地開発公社貸付金）

※各費内訳の合計は、千円未満単位の端数調整によって

一致しない場合があります。

事ほか）

【商工費　2,316万3千円】
商工費　2,316万3千円

※商工総務費（商工会・特産品振興連絡協議会補助ほか）、

観光費（観光協会補助ほか）、商工業振興費（企業誘致

促進連絡協議会ほか）

【土木費　8億9,126万2千円】
土木管理費　7,760万3千円

※土木総務費（人件費、システム保守管理委託ほか）

道路橋りょう費　4億7,917万3千円

※道路橋りょう総務

費（道路台帳等補

正業務委託）、道路

橋りょう維持費

（道路維持修繕工事

ほか）、道路新設改

良費（道路舗装・

改良工事、明和中

央線・前野川尻線

自歩道工事ほか）

河川費　462万9千円

※河川総務費（樋門管理委託、県河川工事等負担金ほか）

都市計画費　1億3,821万8千円

※都市計画総務費（都市計画マスタープラン作成委託、

耐震診断調査委託ほか）、公園費（公園管理委託ほか）、

下水道費（農業集落排水事業・公共下水道事業特別会

計繰出金ほか）

住宅費　1億9,164万円

※住宅管理費（上御糸

団地建て替え工事・

設計業務委託ほか）

【消防費
2億9,708万1千円】
消防費 2億9,708万1千円

※常備消防費（松阪地区広域消防組合負担金）、非常備消

防費（消防団員報酬ほか）、消防施設費（防火水槽新設

工事ほか）

上御糸団地建て替え工事

町民文化祭の作品展示の様子（総合体
育館）

前野川尻線の自転車歩行者道・車道
工事
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平成平成1919年度　年度　　

歳 出 の歳 出 の

特集 決算
広報めいわ 11月号平成20年

(2008年)

J

福祉施設費（ふ

れあいプラザ管

理費ほか）、人権

センター費（人

件費、生活相談、

地域交流支援、

人権講演会・講

座ほか）ほか

児童福祉費　6億4,939万3千円

※児童福祉総務費（児童手当、一人親医療費助成、放課

後児童対策ほか）、児童保育費（人件費、保育所運営費）、

児童センター費（児童厚生員人件費ほか）

【衛生費　5億7,861万9千円】
保健衛生費　5億7,861万9千円

※保健衛生総務費（人件費、母子保健、次世代育成支援

ほか）、予防費（予防接種ほか）、環境衛生費（各広域

組合負担金、合併処理浄化槽設置補助、上水道事業・

簡易水道事業特別会計繰出金、環境センター運営費ほ

か）、公害対策費（環境現況調査委託ほか）、老人保健

対策推進費（健康診査、がん検診ほか）

【労働費　10万2千円】
労働費　10万2千円

※労働諸費（負担金ほか）

【農林水産業費　3億1,716万4千円】
農業費　2億4,309万2千円

※農業委員会費（委員報酬、農用地利用集積ほか)、農業

総務費（人件費、広域事務組合負担金、緑化、松くい

虫防除委託ほか）、農業振興費（水田農業構造改革事業

支援助成ほか）、畜産業費（負担金ほか）、農地費（土

地基盤整備事業工

事・補助ほか）

水産業費

7,407万2千円

※水産振興費（水産

振興対策施設整備

費補助ほか）、漁港

費（下御糸漁港工

【議会費　7,683万4千円】
議会費　7,683万4千円

※議会費（議会報酬、人件費、議会だより発行ほか）

【総務費　7億3,037万6千円】
総務管理費　5億1,759万9千円

※一般管理費（人件費、コミュニティセンター補助ほか）、

広報費（広報めいわ発行、自主運行バスほか）、財産管

理費（庁舎等維持管理・改修ほか）、総合行政システム

費（システム端末機等保守ほか）、行財政改革推進費

（行財政改革推進委員会）、企画費（市民活動支援、伊

勢街道にぎわいづ

くりほか）、交通安

全対策費（交通安

全特別対策工事ほ

か）、災害対策費

（住民防災ネットワ

ーク会議ほか）、諸

費（自治会交付金

ほか）ほか

徴税費　1億4,294万5千円

※税務総務費（人件費、電算委託料ほか）、賦課徴収費

（郵送料ほか）

戸籍住民基本台帳費　3,697万2千円

※戸籍住民基本台帳費（人件費、システム委託・使用料

ほか）

選挙費　2,247万9千円

※選挙管理委員会費（委員報酬、人件費ほか）、県知事・

県議会・参議院議員選挙費（投開票立会人報酬、職員

手当ほか）ほか

統計調査費　995万4千円

※統計調査総務費（人件費）、各種統計調査費（調査員報

酬ほか）

監査委員費　42万7千円

※監査委員費（委員報酬ほか）

【民生費　19億7,595万3千円】
社会福祉費　13億2,656万円

※社会福祉総務費（人件費、乳幼児・心身障害者医療費

助成、社会福祉協議会補助・出捐（えん）金ほか）、国

民健康保険事務費（人件費、国民健康保険特別会計繰

出金ほか）、後期高齢者医療事務費（電算委託料ほか）、

国民年金事務費（電算委託料ほか）、身体障害者福祉費

（自立支援給付費ほか）、老人福祉費（老人保健医療事

業特別会計・介護保険特別会計繰出金ほか）、人権対策

費（住宅新築資金貸付事業特別会計繰出金ほか）、社会

伊勢街道にぎわいづくり　休み処設置
（明星児童公園内）

下御糸漁港の沖防波堤設置工事

連続人権講座の様子
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まちの話題
広報めいわ 11月号平成20年

(2008年)

平成20年

(2008年)

10
月
10
日
午
前
に
修
正
小
学
校

で
、
ま
た
同
日
夜
に
は
い
つ
き
会

館
（
斎
宮
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
）
で
、
町
制
50
周
年
記
念

事
業
「
黒
坂
黒
太
郎
さ
ん
の
う
た

と
コ
カ
リ
ナ
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
コ
カ
リ
ナ
（
ハ
ン
ガ

リ
ー
生
ま
れ
の
小
さ
な
木
の
笛
）

演
奏
家
の
黒
坂
黒
太
郎
さ
ん
を
迎

え
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
質

敬老福祉大会式典の様子

修
正
小
学
校
・
い
つ
き
会
館
で

う
た
と
コ
カ
リ
ナ
の
コ
ン
サ
ー
ト

野
の
花
の
会
の
皆
さ
ん
が
主
催

の
高
い
音
楽
を
楽
し
み
、
心
豊
か

な
体
験
を
共
有
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
、
野
の
花
の
会
（
乾
　
茂
子
代

表
）
の
皆
さ
ん
が
主
催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
黒
坂
さ
ん
の
ほ
か
、

矢
口
周
美
さ
ん
が
ヴ
ォ
ー
カ
ル
で

出
演
。「
ふ
る
さ
と
」「
大
き
な
古

時
計
」
を
は
じ
め
、
明
和
町
の
た

め
に
作
詞
・
作
曲
い
た
だ
い
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
「
ど
ん
ど
花
の
唄

（
う
た
）」
な
ど
を
演
奏
し
、
観
客

うたとコカリナのコンサート（いつき会館）

交
通
安
全
を
啓
発

と
ま
と
ー
ず
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
８

とまとーずフェスタ

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
９

月
21
日
〜
30
日
）
期
間
中
の
９
月

23
日
、
イ
オ
ン
明
和
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
「
と
ま
と
ー
ず
フ

ェ
ス
タ
２
０
０
８
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
催
し
は
、
交
通
事
故
の
な

い
町
を
つ
く
る
た
め
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
安
全
運
転
・
交
通
事
故
防

止
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、

松
阪
地
区
交
通
安
全
対
策
会
議

（
松
阪
市
・
多
気
町
・
明
和
町
・

松
阪
多
気
地
区
交
通
安
全
協
会
で

構
成
）
が
主
催
。
今
回
は
町
制
50

周
年
を
記
念
し
て
、
明
和
町
が
開

催
場
所
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
松
阪
地
区
広
域
消

防
組
合
音
楽
隊
の
演
奏
に
続
い

第
44
回
敬
老
福
祉
大
会

記
念
品
の
贈
呈
や
演
芸
大
会
な
ど

10
月
５
日
、
町
総

合
体
育
館
で
「
第
44

回
明
和
町
敬
老
福
祉

大
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
大
会
は
、
町

内
の
高
齢
者
の
皆
さ

ん
の
長
寿
を
祝
お
う

と
、
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
（
森
　
正
宏

会
長
）
と
町
が
共
催

し
た
も
の
で
す
。
こ

の
日
は
、
町
内
の
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
と
70

歳
以
上
の
高
齢
者
の

皆
さ
ん
、
１
０
８
５

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
こ
の
１
年
間
に
亡

く
な
ら
れ
た
会
員
へ
の
黙
と
う
が

捧
げ
ら
れ
た
後
、
老
人
ク
ラ
ブ
会

員
の
町
内
各
地
区
の
最
高
齢
の
皆

さ
ん
に
記
念
品
と
祝
辞
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
「
永
年
の
経
験
を
通
じ
て

得
た
知
識
や
知
恵
を
次
世
代
に
伝

え
、
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
、
尊
敬
さ

れ
る
高
齢
者
に
な
ろ
う
」
と
い
う

大
会
宣
言
の
後
、
全
員
で
万
歳
三

唱
を
行
い
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

昼
食
後
の
演
芸
会
に
は
、
町
内

各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
34
組

が
出
演
。
大
正
琴
や
フ
ラ
ダ
ン
ス

な
ど
多
彩
な
演
芸
が
披
露
さ
れ
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。

の
皆
さ
ん
は
、
コ
カ
リ
ナ
の
美
し

い
音
色
と
歌
声
を
楽
し
み
ま
し

た
。

て
、
の
ぼ
り
旗
コ
ン
ク
ー
ル
の
表

彰
や
「
と
ま
と
ー
ず
」
の
委
嘱
状

交
付
式
、
ト
マ
ト
色
の
服
を
着
た

「
と
ま
と
ー
ず
」
の
交
通
指
導
員

に
よ
る
交
通
安
全
Ｐ
Ｒ
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
の
斎
王
ま
つ
り
で

斎
王
役
を
務
め
た
曽
根
理
都
子
さ

ん
と
女
別
当
を
務
め
た
瀬
田
　
萌

さ
ん
が
「
斎
王
の
願
い
」
と
題
し

て
、
参
加
者
へ
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
会
場
で
は
、
白
バ

イ
の
展
示
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り

も
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
た
く

さ
ん
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
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各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、
東
海

地
区
大
会
以
上
の
出
場
や
、
県
大

会
で
３
位
以
上
の
成
績
を
残
さ
れ

た
次
の
皆
さ
ん
が
、
町
体
育
協
会

長
・
町
長
表
彰
を
受
賞
ま
し
た
。

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

平
成
19
年
度
分
　
町
体
育
協
会
長

表
彰

■
一
般

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
＝
中
西

昌
利
▽
陸
上
＝
小
林
昭
洋
（
コ

ー
チ
）

■
高
校
生

陸
上
＝
柳
本
拓
也
▽

水
泳
＝
竹
本
裕
冴
▽
サ
ッ
カ

ー
＝
小
岸
幸
生
、
鈴
木
雄
太
、

松
井
　
稜
、
石
田
祐
嗣
▽
ボ
ク

シ
ン
グ
＝
笹
木
雄
作
▽
弓
道
＝

潮
田
　
駿
、
上
村
竜
弥
、
立
野

進
也

■
中
学
生

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
＝
中

西
真
悠
▽
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
＝
中

西
理
緒
▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
＝
菊

本
朋
里
▽
日
本
拳
法
＝
山
路
悠

加 町
体
育
協
会
長
・

町
長
表
彰
受
賞
者

の
皆
さ
ん

10
月
12
日
、
明
和
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
町
体
育
協
会
が
主

催
・
運
営
す
る
「
明
和
ス
ポ
ー
ツ

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
に
は
、
同
協

会
に
加
盟
す
る
各
種
団
体
の
ほ

か
、
大
勢
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
参

加
。
さ
わ
や
か
な
秋
空

の
下
、
校
区
対
抗
の
リ

レ
ー
や
恒
例
の
年
代
別

リ
レ
ー
、
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
に
よ
る
五
色
玉

■
小
学
生

陸
上
＝
新
田
夏
美
、

乾
　
颯
人

平
成
20
年
度
分
　
町
長
表
彰

■
斎
宮
地
区
＝
西
場
栄
一
、
下
御

糸
地
区
＝
竹
内
正
代

平
成
20
年
度
分
　
町
体
育
協
会
長

表
彰

■
一
般

相
撲
＝
石
川
元
司
（
監

督
）
▽
剣
道
＝
梅
枝
和
之
▽
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
＝
長
谷
修
治

■
一
般
団
体

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
＝

明
和
ク
ラ
ブ
、
楽
遊
ク
ラ
ブ

■
高
校
生

サ
ッ
カ
ー
＝
鈴
木
雄

太
、
松
井
　
稜
、
石
田
祐
嗣
、

北
村
昴
也
▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
＝

岡
山
未
来
、
美
浪
彩
那
、
辻

雄
斗
▽
軟
式
野
球
＝
北
山
奈
央

人
、
上
岡
健
人
、
山
f
俊
介
▽

ボ
ク
シ
ン
グ
＝
笹
木
雄
作
、
高

山
純
輔
▽
弓
道
＝
潮
田
　
駿
、

植
村
竜
弥
、
立
野
進
也
▽
水

泳
＝
北
村
　
崚
▽
卓
球
＝
下

茜
■
中
学
生

日
本
拳
法
＝
山
路
悠

加
▽
陸
上
＝
岡
山
　
真
　

■
中
学
生
団
体

剣
道
＝
明
和
中

学
校
女
子
剣
道
部
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
＝
明
和
中
学
校
男
子
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部

■
小
学
生

陸
上
＝
乾
　
颯
人

■
小
学
生
団
体

ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
＝
若
竹
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、

雅
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下

明
和
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り

町
体
育
協
会
が
主
催
と
運
営

下御糸小学校６年の須賀健太郎君と
中屋由衣さんが元気よく選手宣誓

小
学
校
１
〜
３
年
生
児
童
た
ち
の
聖
火
リ
レ
ー

大迫力！スポーツ少年団の「棒取り」

入
れ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
が

行
わ
れ
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

幅
広
い
年
代
の
皆
さ
ん
が
、
一
緒

に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
町
制
施
行
50
周
年

を
記
念
し
て
、
来
場
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
「
祝
50
」
の
人
文
字
を
作

成
。
ま
た
、
明
和
太
鼓
保
存
会
の

子
ど
も
た
ち
の
明
和
太
鼓
も
披
露

さ
れ
、
勇
壮
な
太
鼓
の
音
が
会
場

に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。
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くらし
広報めいわ 11月号平成20年

(2008年)

一
般
会
計

３
６
５
２
万
５
千
円
を

追
加
補
正

平
成
20
年
度
明
和
町
一
般
会
計

は
、
３
６
５
２
万
５
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
64
億
１
６
９
９
万
７

千
円
と
し
ま
し
た
。
補
正
予
算
の

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
議
会
費

自
動
車
等
借
上
料
12

万
４
千
円
を
増
額

■
総
務
費

電
算
委
託
料
な
ど
１

４
０
７
万
４
千
円
を
増
額

■
民
生
費

特
別
会
計
繰
出
金
な

ど
41
万
４
千
円
を
増
額

■
衛
生
費

上
水
道
事
業
補
助
な

ど
１
０
３
万
４
千
円
を
増
額

■
農
林
水
産
業
費

県
営
事
業
負

担
金
な
ど
３
５
５
万
５
千
円
を

増
額

■
土
木
費

木
造
住
宅
耐
震
補
強

工
事
補
助
な
ど
91
万
５
千
円
を

平
成
20
年
第
３
回
町
議
会
定
例
会

一
般
会
計
補
正
・
決
算
認
定
な
ど

20
案
件
を
審
議
・
可
決

平
成
20
年
第
３
回
明
和
町
議
会
定
例
会
が
、
９
月
18
日
か
ら
26
日
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

定
例
会
で
は
、
平
成
20
年
度
一
般
・
特
別
・
水
道
事
業
各
会
計
の
補
正

予
算
、
平
成
19
年
度
各
会
計
の
決
算
認
定
な
ど
を
審
議
し
、
20
案
件
（
議

案
・
認
定
各
10
件
）
に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

増
額

■
消
防
費

松
阪
地
区
広
域
消
防

組
合
負
担
金
40
万
３
千
円
を
増

額
■
教
育
費

小
・
中
学
校
施
設
等

修
繕
料
、
小
学
校
教
材
備
品
、

特
別
会
計
繰
出
金
な
ど
１
６
０

０
万
６
千
円
を
増
額

※
こ
れ
ら
の
財
源
は
、
国
庫
支
出

金
３
６
３
万
９
千
円
、
県
支
出
金

27
万
２
千
円
、
繰
入
金
９
６
３
万

９
千
円
、
繰
越
金
２
２
８
９
万
２

千
円
、
諸
収
入
８
万
３
千
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

特
別
・
水
道
事
業
会
計

各
会
計
の
補
正

平
成
20
年
度
明
和
町
各
特
別
会

計
・
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算

の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

■
斎
宮
跡
保
存
事
業
特
別
会
計

土
地
公
有
化
事
業
費
１
５
０
万

円
を
増
額
し
、
総
額
を
３
億
９

８
６
万
円
と
し
ま
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

老

人
保
健
医
療
費
拠
出
金
な
ど
３

７
８
３
万
３
千
円
を
減
額
し
、

総
額
を
20
億
１
５
０
６
万
７
千

円
と
し
ま
し
た
。

■
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計

電
算
委
託
料
な
ど
33
万
９
千
円

を
増
額
し
、
総
額
を
２
億
１
５

７
３
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

事
業
費
を
組
み
替
え
し
ま
し

た
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

過
年
度

国
庫
負
担
金
等
返
還
金
な
ど
２

１
９
６
万
３
千
円
を
増
額
し
、

総
額
を
16
億
１
６
４
６
万
３
千

円
と
し
ま
し
た
。

■
水
道
事
業
会
計

修
繕
用
材
料

費
な
ど
、
収
益
的
収
入
・
支
出

に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
60
万
円

を
増
額
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
案
件

【
議
案
】

■
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

■
多
気
東
部
土
地
開
発
公
社
定
款

の
一
部
を
改
正
す
る
定
款
に
つ

い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

■
明
和
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
、
可
決
し
ま
し
た
。

【
認
定
】

■
平
成
19
年
度
明
和
町
一
般
会

計
、
各
特
別
会
計
、
水
道
事
業

会
計
の
決
算
認
定
に
つ
い
て
、

可
決
し
ま
し
た
。

※
平
成
19
年
度
一
般
会
計
な
ど
各

会
計
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
本
紙

２
〜
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

町
職
員
の
人
事
異
動

10
月
１
日
付
け
（

）
内
は
前
任

■
本
庁
職
員

税
務
課
住
民
税
係
　
山
口
隆
弘

（
福
祉
子
育
て
課
福
祉
係
）

町制施行50周年記念事業

ＮＨＫ「金とく～あなたの町に参ります～出前コンサート」
11月21日に放送予定

町制施行50周年記念事業のＮＨＫ番

組「金とく～あなたの町に参ります～

出前コンサート」公開録画が、10月23

日、町総合体育館で行われました。

番組には、歌手の瀬川瑛子さん・香

田　晋さんなどが出演したほか、斎王

まつり歴代斎王役の田端乃里子さん・

安田有紀さんが、番組のアシスタントを務めました。

この番組は、次のとおりテレビ放送を予定しています。皆さん、ぜひ

ご覧ください。

■放送予定 11月21日U 午後８時～８時43分・ＮＨＫ総合テレビ

（東海・北陸向け）

※そのほか、詳しくは政策課（H52・7112）へお問い合わせください。
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11月の日曜（窓口）開庁予定日　２・９・16・23・30日の各日曜日

町では、３月から「日曜（窓口）開庁」を試行実施しています。日曜（窓口）開庁では、住民票・戸籍など各種証明

書の発行や各種申請書の受付事務などを行っています。

■11月の日曜（窓口）開庁予定日 ２日、９日、16日、23日、30日（各日曜日）

※ただし、選挙の投票日当日となる日曜日は開庁しませんので、ご了承ください。

■開庁時間 午前８時30分から午後５時15分まで

※正午から午後１時までの間は、窓口を閉じさせていただきますので、ご了承ください。

■取扱事務 窓口事務が中心になります

※取扱事務の詳細内容については、別途各世帯にお配りしました日曜（窓口）開庁取扱事務案内チラシか、町ホー

ムページ（\h t t p : / / www . t ow n . m e i w a . m i e . j p /）をご覧いただき、事前にご確認くださいますようお願

いします。そのほか、詳しくは政策課（]52・7112）へお問い合わせください。

町では、町民の皆さんと町長の直接対話や情報交換を通して、その声を積極的に町政

に取り入れていくため、10月から毎月１回、町民の皆さんを対象に「町長日曜座談会」

を実施しています。11月と12月の実施内容は次のとおりです。皆さん、お気軽にお申し

込みください。

■11月の町長日曜座談会 11月16日P 午後１時～４時のうち、個人またはグループ・

団体あたり１時程度（申込期限 11月10日Q）

■12月の町長日曜座談会 12月14日P 午前９時～正午のうち、個人またはグループ・

団体あたり１時程度（申込期限　12月８日Q）

■各回共通事項　①ところ＝町役場庁舎１階　町長室、②対象＝町内に在住する人、または町内に在住・在勤する人

で構成する各種団体・グループなど、③申し込み＝所定の申込書に必要事項（希望テーマなど）を記入のうえ、総

務課へ提出してください（土曜日・祝日を除く。午前８時30分～午後５時15分）

※申込者多数の場合は、先着順とさせていただきます。平成21年１月以降の日程は、毎月の広報めいわでお知らせし

ます。そのほか、詳しくは総務課（]52・7111）へお問い合わせください。

町長日曜座談会　11月16日・12月14日（事前申し込みが必要です）

■
回
収
日
時

11

月
16
日
5

午

前
８
時
〜
９
時

■
集
合
時
間

各

自
治
会
で
決
定

い
た
だ
き
ま
す

■
回
収
区
域

集

落
の
周
辺
（
交

通
量
の
多
い
所

や
踏
切
周
辺
な

ど
、
危
険
な
所

は
避
け
て
く
だ

さ
い
）

■
回
収
用
の
袋

各
自
治
会
を
通
じ
て
配
布
し
ま

す
■
回
収
す
る
も
の

空
き
缶
・
空

き
瓶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

■
回
収
し
た
空
き
缶
な
ど
の
収
集

自
治
会
で
決
め
ら
れ
た
場
所
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
家
庭
か
ら

出
た
ゴ
ミ
は
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い

■
中
止
の
場
合

午
前
７
時
す
ぎ

に
防
災
行
政
無
線
で
お
知
ら
せ

し
ま
す◇

　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
生
活
環
境
課
（
H

52
・
７
１
１
７
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

き
れ
い
な
町
に
な
る
よ
う
に

11
月
16
日
に
空
き
缶
ゼ
ロ
運
動

皆
さ
ん
多
数
ご
参
加
を

町
と
環
境
対
策
推
進
委
員
会
は
本
年
の
「
空
き
缶
ゼ
ロ
運
動
環
境

美
化
行
動
の
日
」
を
11
月
16
日
に
定
め
、
全
町
一
体
と
な
っ
て
空
き

缶
な
ど
の
回
収
に
取
り
組
み
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
町
が
、
空
き
缶
や
空
き
瓶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

が
捨
て
ら
れ
て
い
な
い
、
き
れ
い
な
町
に
な
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の

ご
参
加
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

前回は総重量で約2.6㌧の空き缶などを回収いただきま
した

皆
さ
ん
、
町
長
と
お
気
軽
に
お
話

し
く
だ
さ
い
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社
会
保
険
庁
で
は
、
年
金
記
録

の
調
査
・
確
認
、
記
録
の
統
合
を

目
的
と
し
て
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

を
、
順
次
送
付
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
手
元
に
「
ね
ん
き

ん
特
別
便
」
が
届
き
ま
し
た
ら
、

お
勤
め
先
や
加
入
・
脱
退
の
期
日

な
ど
、
記
載
さ
れ
て
い
る
年
金
記

録
に
記
載
漏
れ
や
誤
り
が
な
い

か
、
十
分
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ご
確
認
い
た
だ
い
た
結
果
、
記

載
漏
れ
や
誤
り
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
必
ず
ご
回
答
ま
た
は
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
記
載
漏
れ
・
誤
り
が
あ
る
と
き

①
す
で
に
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
＝
年
金
加
入
記
録
回
答
票

（
３
月
以
前
に
届
い
た
人
は

「
年
金
加
入
記
録
照
会
票
」）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
年
金
証

書
を
添
え
て
、
最
寄
の
社
会
保

険
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

②
ま
だ
年
金
を
受
給
し
て
い
な
い

人
＝
年
金
加
入
記
録
回
答
票
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
封
の

返
信
用
封
筒
で
、
社
会
保
険
業

務
セ
ン
タ
ー
あ
て
郵
送
し
て
く

ね
ん
き
ん
特
別
便

十
分
な
確
認
と

回
答
・
手
続
き
を

だ
さ
い
。

■
記
載
漏
れ
・
誤
り
が
な
い
と
き

す
で
に
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
・
ま
だ
年
金
を
受
給
し
て
い

な
い
人
と
も
に
＝
年
金
加
入
記

録
回
答
票
の
「
『
も
れ
』
や

『
間
違
い
』
が
な
い
」
に
○
を

記
入
し
、
同
封
の
返
信
用
封
筒

で
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー

あ
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
本
年
３
月
以
前
に
届
い
た

人
は
「
年
金
加
入
記
録
照
会
票
」

か
ら
「
確
認
は
が
き
」
を
切
り

離
し
て
「
訂
正
が
な
い
」
を
○

で
囲
み
、
提
出
日
・
氏
名
を
記

入
し
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ

ー
あ
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
の
場
合
も
、
お
勤
め
先

の
事
業
所
か
ら
「
ね
ん
き
ん
特
別

便
」
を
受
け
取
ら
れ
た
場
合
は
、

原
則
と
し
て
、
事
業
所
経
由
で
回

答
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
ね
ん
き
ん
特
別
便

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
H
０
５
７
０
・

０
５
８
・
５
５
５
）
、
ま
た
は
松

阪
社
会
保
険
事
務
所
（
H
０
５
９

８
・
51
・
５
１
１
５
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
要
援
護
高
齢
者
の
皆

さ
ん
が
使
用
す
る
掛
け
布
団
・
敷

け
布
団
な
ど
、
寝
具
類
の
洗
濯
・

乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
（
有
料
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

要
援
護
高
齢
者
の

寝
具
類
の
洗
濯
・
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス

■
と
き

12
月
中
旬

■
申
込
期
限

11
月
28
日
:

■
対
象
者

町
内
に
住
所
を
有

し
、
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一

人
暮
ら
し
世
帯
の
人
、
ま
た
は

高
齢
者
の
み
の
世
帯
に
属
し
、

国民年金

社会保険庁

町税納税通知書用封筒など

町公用封筒の有料企業広告を募集
12月12日までに総務課へ

明和町では、納税通知など町が使用する公用封筒に、平成19年度から

有料の企業広告を掲載しています。

このたび、平成21年度に使用する各種納税通知書用封筒について、新

たに企業広告を次のとおり募集します。

■募集期間 11月４日R～12月12日U

■募集対象 町内に本店・支店などを置く法人、町内に事務所を置く各種

団体・個人事業者など

■募集広告 各種封筒の裏面に最大２枠、１枠あたり縦25㍉×横80㍉

■封筒の種類（規格・枚数）、１枠あたり掲載料金

①町民税・県民税納税通知書用封筒(120㍉×215㍉、8,000枚）＝　

20,000円

②固定資産税納税通知書用封筒（同、11,000枚）＝27,000円

③国民健康保険税納税通知書用封筒（同、10,000枚）＝25,000円

■広告掲載期間 平成21年４月から１年間、または在庫終了まで

■申込方法 所定の申込書（総務課窓口に備え付け、または町ホームペー

ジからダウンロード）に町税完納証明書・広告原稿を添えて、土曜日・

祝日を除く午前８時30分～午後５時15分に、総務課へ申し込みくださ

い

※各種封筒の具体的な使用時期など、そのほか詳しくは総務課（H52・

7111）へお問い合わせください。または、町ホームページ（\h t t p :

//www.town .me iwa .m ie . jp/）をご覧ください。

病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
寝

具
類
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
人

■
対
象
寝
具
類

掛
け
布
団
・
敷

け
布
団
・
毛
布
（
各
１
枚
で
一

式
）

■
利
用
料
金

サ
ー
ビ
ス
提
供
に

伴
う
費
用
額
の
１
割
（
一
式
６

３
０
円
程
度
）

※
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
高
齢

者
福
祉
係
（
H
52
・
７
１
１
６
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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所得税　青色申告決算の説明会
松阪税務署では、所得税の青色申告をする人を対象

に、決算書の書き方などの説明会を次のとおり開催し

ます。対象者の人は、都合のよい会場へお出かけくだ

さい。

■とき・ところ ①11月26日S 午後１時30分～３

時30分＝多気町民文化会館、②11月27日{ 午後

１時30分～３時30分＝松阪合同庁舎１階大会議室

所得税　年末調整の説明会
松阪税務署では、所得税の年末調整の説明会を次の

とおり開催します。

■とき 11月17日Q 午後１時30分～３時30分

■ところ 明和町中央公民館２階中会議室

※上記のいずれの説明会も、関係書類などは事前に対

象者あて郵送されますので、説明会にご持参ください。

※詳しくは、松阪税務署個人課税第一部門（H0598・

52・3021）へお問い合わせください。なお、電話は

自動音声によって案内していますので、税務署を選択

する場合は、案内に従い「２」を押してください。

９
月
７
日
、
町
中
央
公
民

館
で
、
町
保
護
司
会
と
町
更

生
保
護
女
性
の
会
が
主
催
す

る
「
社
会
参
加
活
動
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
更
生
保
護

を
受
け
て
い
る
少
年
た
ち
が
、

支
援
者
の
皆
さ
ん
と
の
共
同

作
業
を
通
じ
て
、
労
働
の
意

義
や
喜
び
を
体
験
し
て
も
ら

お
う
と
い
う
も
の
で
、
本
年

で
９
回
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
日
は
、
対
象
の
少
年

た
ち
を
は
じ
め
、
明
和
町

長
・
津
保
護
観
察
所
長
・
支

援
者
の
皆
さ
ん
な
ど
40
人
が

参
加
し
、
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー

ス
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

和
や
か
な
会
話
が
弾
む
中
、

み
か
ん
を
絞
っ
た
り
砂
糖
を

加
え
た
り
と
、
皆
さ
ん
が
力

を
合
わ
せ
、
次
々
と
新
鮮
な

オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
が
完
成

し
て
い
ま
し
た
。

町
中
央
公
民
館
で
社
会
参
加
活
動

新
鮮
な
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
作
り

町
保
護
司
会
・
更
生
保
護
女
性
の
会

私
た
ち
の
税
金
展

松
阪
税
務
連
絡
協
議
会

松
阪
税
務
連
絡
協
議
会
で
は
、

皆
さ
ん
に
税
の
意
義
や
役
割
な
ど

を
考
え
て
い
た
だ
き
、
国
の
基
本

と
な
る
税
に
対
す
る
理
解
を
い
っ

そ
う
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
「
私
た
ち
の
税
金
展
」
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
多
数
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

■
と
き

11
月
８
日
;
・
９
日
5

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

■
と
こ
ろ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
マ
ー
ム
１
階
セ
ン
ト
ラ
ル

コ
ー
ト
（
松
阪
市
船
江
町
）

■
内
容

①
税
に
関
す
る
パ
ネ
ル

展
示
、
②
税
に
関
す
る
児
童
の

作
品
（
習
字
・
絵
画
）
展
示
、

③
税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相

談
※
詳
し
く
は
、
松
阪
税
務
連
絡
協

議
会
（
H
０
５
９
８
・
52
・
１
３

２
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。環

境
学
習
会
を
開
催

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で

は
、
第
10
回
環
境
学
習
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き

11
月
29
日
;

午
後
１

時
30
分
〜
３
時

■
と
こ
ろ

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
（
伊
勢
市
西
豊
浜
町
）

■
講
師

山
村
　
勇
さ
ん
（
伊
勢

市
役
所
環
境
課
）

■
テ
ー
マ

「
知
っ
て
お
こ
う
！

伊
勢
市
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ョ
ン
！
」
ご
み
ゼ
ロ
を
目
指
し

て
！
生
ご
み
は
燃
や
さ
な
い
！

■
申
し
込
み

不
要

※
詳
し
く
は
、
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
（
H
０
５
９
６
・
38
・
２

８
０
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

多気郡保護司会の研修会
９月18日、役場研修室で多気郡保護司会の研修会が行

われました。

保護司の皆さんは、地域社会の中で、犯罪を犯した人

の社会復帰援助など、更生保護行政の重要な役割を担っ

ていただいています。

この日の研修会に

は、多気郡管内の保護

司13人が参加。津保護

観察所主任官の杉森由

美子さんを講師に迎

え、本年６月に改正さ

れた更生保護法につい

て研修しました。

参加した皆さんは、記載方法が大幅に変更された報告

書などの書類に目を通しながら、一生懸命研修に取り組

んでいました。

研修会の様子

オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
作
り
に
取
り

組
む
参
加
者
の
皆
さ
ん
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くらし
広報めいわ 11月号平成20年

(2008年)

人権センター＝H ・I 5 5 - 3 0 5 2

教育課＝H 52-7123、I 52-7133

今
月
の
ひ
と
ま
ち
ふ
れ
あ
い
企
画

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象
企
画

福
祉
と
人
権
のま

ち
づ
く
り
講
演
会

楽
し
い
手
作
り
教
室
の

参
加
者
を
募
集

12
月
12
日
に

連
続
人
権
講
座
を
開
催

福
祉
と
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
講

演
会
を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
多
数
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
と
き

11
月
30
日
5

開
場
＝

午
後
０
時
30
分
、
開
演
＝
午
後

１
時
30
分

■
と
こ
ろ

町
中
央
公
民
館
大
集

会
場

■
講
師

蓮
池
　
透
さ
ん

■
演
題
　
「
二
つ
の
国
の
は
ざ
ま

で
翻
弄
さ
れ
続
け
る
家
族
」

■
入
場
料
　
無
料
（
整
理
券
不

要
）

※
詳
し
く
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー

（
H
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

伊
勢
型
紙
で

干
支
飾
り
を
作
ろ
う
！

伊
勢
型
紙
の
ミ
ニ
色
紙
で
「
来

年
の
干
支
」
を
作
り
ま
す
。

■
と
き

11
月
17
日
6

午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ

人
権
セ
ン
タ
ー

■
定
員

18
人
（
先
着
順
）

■
講
師

山
中
師
之
さ
ん

■
参
加
費

３
０
０
円

■
持
ち
物

新
聞
紙

■
受
講
資
格

町
内
在
住
の
20
歳

以
上
の
人

■
申
し
込
み

11
月
10
日
6
〜
14

日
:
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
人
権
セ
ン
タ
ー
へ

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（
H
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

注
連
飾
り
（
し
め
か
ざ
り
）

を
作
ろ
う
！

稲
わ
ら
を
使
っ
て
注
連
飾
り
を

作
り
ま
す
。

■
と
き

12
月
１
日
6

午
後
１

時
〜
４
時

■
と
こ
ろ

人
権
セ
ン
タ
ー

■
定
員

25
人
（
先
着
順
）

■
講
師

沖
塚
正
美
さ
ん
（
沖
塚

し
め
な
わ
工
房
代
表
）

■
参
加
費

１
５
０
０
円

■
持
ち
物

は
さ
み
、
新
聞
紙

■
受
講
資
格

町
内
在
住
の
20
歳

以
上
の
人

■
申
し
込
み

11
月
17
日
6
〜
21

日
:
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
人
権
セ
ン
タ
ー
へ

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（
H
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
正
月
の
寄
せ
植
え
を

作
ろ
う
！

お
正
月
飾
り
用
の
華
や
か
な
寄

せ
植
え
を
作
り
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き

12
月
15
日
6

午
前
９

時
30
分
〜
正
午

■
と
こ
ろ

人
権
セ
ン
タ
ー

■
定
員

30
人
（
先
着
順
）

■
講
師

天
野
ち
あ
き
さ
ん

■
参
加
費

１
５
０
０
円

■
持
ち
物

園
芸
用
ス
コ
ッ
プ
・

ゴ
ム
手
袋
・
45
㍑
の
ゴ
ミ
袋
・

新
聞
紙
・
万
能
バ
サ
ミ
・
エ
プ

ロ
ン

■
受
講
資
格

町
内
在
住
の
20
歳

以
上
の
人

■
申
し
込
み
　
11
月
25
日
7
〜
28

日
:
の
平
日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
に
人
権
セ
ン
タ
ー
へ

※
詳
し
く
は
、
人

権
セ
ン
タ
ー
（
H

55
・
３
０
５
２
）

へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

連
続
人
権
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
第
３
回
目
の
講
座
の
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

皆
さ
ん
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
と
き

12
月
12
日
:

午
後
７

時
30
分
〜
９
時
　

■
と
こ
ろ

人
権
セ
ン
タ
ー

■
演
題

子
ど
も
の
い
じ
め
〜
あ

る
日
突
然
に

■
講
師

沖
本
和
子
さ
ん
（
大
阪

府
吹
田
市
岸
部
第
一
小
学
校
教

諭
）

■
申
し
込
み

不
要

■
そ
の
ほ
か

手
話
通
訳
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
１
週
間
前
ま
で

に
人
権
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー

（
H
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

蓮
池
　
透
さ
ん

注連飾りの作品例
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くらし
広報めいわ 11月号平成20年

(2008年)

各
小
学
校
区

人
権
講
演
会
の
ご
案
内

９月16日 
  ～10月15日 

前年同時期 
との比較 

交通事故総件数 

人身事故件数 

軽傷者数 

死 者 数 

物損事故件数 

46件 

10件 

15人 

0人 

36件 

520件 

119件 

153人 

0人 

401件 

－88件 

－16件 

－34人 

重傷者数 1人 10人 －5人 

－1人 

－72件 

■町内の交通事故発生状況（平成20年10月15日現在） 

～ 夕暮れは　アクセルゆるめて　早めのライト ～ 

本年１月 
  からの累計 

1（+1） 

1（+1） 

0（±0） 

0（±0） 0（±0） 

23（+12） 0（±0） 

21（+10） 

■町内の刑法犯認知件数（平成20年９月１日～30日） 

手　　口 件数（先月比） 手　　口 件数（先月比） 

空き巣狙い 

忍び込み 

ひったくり 

車上狙い 

強制わいせつ 

路上強盗 

そのほか 

合　　計 

※「自販機荒らし」に要注意！ 

シリーズ『自分の身は自分で守ろう！』

10月１日～12月31日

夕暮れ時、ちょっと早めの

ライト・オン運動

「夕暮れ時、ちょっと早めのライト・オン運動」

が10月１日Sから12月31日Sまでの期間にかけ

て展開中です。

夕暮れ時は、人も車も薄ぼんやり見えて、１日の

うちで最も交通事故が多発する時間帯です。また、

この時期は、夕暮れ時と帰宅時が重なり、１年の

うちで最も交通事故が多発する時期です。外出す

る時は、ライトや反射材を活用して、「自分を見

せる」よう努め、安全確保をより確実なものにし

ましょう。

■自動車・オートバイ・自転車　早めにライトを点灯

しましょう！！（自分が見るためだけではなく、自

分を見せるために！）

■歩行者・自転車　反射材を活用しましょう！！（安

全確保は、自分を見せること！）

※詳しくは、危機管理室（]52・7110）へお問い合わ

せください。

明
和
中
学
校
区
人
権
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
委
員
会
で
は
、
各
小
学
校
区

で
行
わ
れ
る
人
権
講
演
会
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
校
区
児
童
や
園
児
の
保
護
者

に
限
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き

11
月
６
日
9

午
後
２

時
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ

下
御
糸
小
学
校
体
育

館

■
講
師

明
星
隆
文
さ
ん
（
明
和

町
特
別
支
援
教
育
巡
回
相
談

員
）

■
演
題

教
室
で
気
に
な
る
子

※
詳
し
く
は
、
教
育
課
（
H
52
・

７
１
２
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

上
級
救
命
講
習
会

参
加
者
を
募
集

松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
で

は
、
上
級
救
命
講
習
会
を
、
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

家
族
や
同
僚
な
ど
が
も
し
も
の

と
き
、
救
急
の
手
助
け
が
で
き
る

応
急
手
当
の
講
習
会
で
す
。

■
と
き

11
月
22
日
;

午
前
９

時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ

松
阪
地
区
広
域
消
防

組
合
消
防
本
部
４
階
大
会
議
室

（
松
阪
市
川
井
町
１
０
０
１
―

１
）

■
内
容

①
応
急
手
当
の
重
要

性
、
②
救
命
に
必
要
な
応
急
手

当
（
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
法
、
異
物
除
去
）
、
③
そ

の
他
の
応
急
手
当
（
傷
病
者
管

理
法
、
外

傷
の
手
当

要
領
、
搬

送
法
）

■
募
集
人
員

50
人
（
定

員
に
な
り

次
第
締
め

切
り
）

■

受

講

料

無
料

■
受
講
申
し

込
み

11

月
５
日
8
〜
11
月
19
日
8
の
間

に
、
明
和
消
防
署
ま
た
は
、
消

防
本
部
・
分
署
で
、
受
講
申
請

書
に
必
要
事
項
（
氏
名
・
住

所
・
生
年
月
日
・
連
絡
先
・
上

級
救
急
講
習
受
講
歴
）
を
記
入

の
上
、
提
出
　

※
松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
の
ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（
\

h
t
t
p
:

/
/
w
w
w
.m
ie
-
m
a
t
s
u

s
a
k
a
1
1
9
.j
p
/

）
か
ら
も
、

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
受
講
修
了
者
に
は
、
上
級
救
命

講
習
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇
　
　
　

※
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
松
阪
地

区
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
消
防

課
（
H
０
５
９
８
・
25
・
１
４
１

３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



14

お知らせ
広報めいわ 11月号平成20年

(2008年)

平成20年

(2008年)

町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

就
職
個
別
相
談

お
し
ご
と
広
場
み
え

い
せ
若
者
就
業

サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

K

ご存知ですか？改正パートタイム労働法の施行
パートタイム労働者を雇用している事業主の皆さん

平成20年４月１日から改正パートタイム労働法が施行されています。

パートタイム労働者を雇用している事業主の人は、①雇い入れの際、昇給・

賞与・退職金の有無について文書で明示する義務があります。②雇い入れ後、

パートタイム労働者から求められた場合、待遇の決定にあたって考慮した事項

を説明する義務があります。③パートタイム労働者について、通常の労働者と

の均衡のとれた待遇（賃金・教育訓練・福利厚生）が確保されるように取り組

む必要があります。④パートタイム労働者から通常の労働者への転換を推進す

るための措置（正社員への転換制度など）を講じる義務があります。⑤通常の

労働者と職務の内容・人材の活用の仕組みや運用などが同じで、期間の定めの

ない働き方をしているパートタイム労働者については、すべての待遇について

差別的な取り扱いをしてはなりません。

※パートタイム労働法の対象となる「パートタイム労働者」は、「一週間の所定

労働時間が同一の事業所に雇用される通常の労働者の一週間の所定労働時間に

比べて短い労働者」とされています。「改正パートタイム労働法」について詳し

くは、三重労働局雇用均等室（]059・226・2318）へお問い合わせください。

労
働
時
間
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

三
重
労
働
局

三
重
労
働
局
で
は
、
11
月
に
労

働
時
間
適
正
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
、
全
国
一
斉
の
「
労
働
時

間
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
（
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
H
０
１
２
０
・
８
９
７
・

７
１
３
）
を
設
置
し
ま
す
。
相
談

は
匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
と
き

11
月
22
日
;

午
前
９

時
〜
午
後
５
時

■
相
談
内
容

労
働
時
間
・
賃

金
・
年
休
な
ど
の
労
働
条
件
や

職
場
に
関
す
る
こ
と

■
料
金

無
料

※
詳
し
く
は
、
三
重
労
働
局
監
督

県
の
「
お
し
ご
と
広
場
み
え
」

と
伊
勢
市
で
は
、
共
同
で
、
南
勢

志
摩
地
域
を
中
心
と
す
る
若
者
向

け
の
就
職
個
別
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

職
業
適
性
診
断
や
就
職
面
接
会

の
情
報
提
供
、
ま
た
就
職
に
向
け

た
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
、

い
ず
れ
も
無
料
で
実
施
し
て
い
ま

す
。皆

さ
ん
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

①
就
職
を
目
指
し
て

い
る
概
ね
35
歳
く
ら
い
ま
で
の

人
、
②
学
校
を
卒
業
後
、
未
就

職
の
人
、
③
大
学
・
短
大
・
専

門
学
校
な
ど
に
在
学
中
の
人
、

④
求
職
者
の
保
護
者
の
人

■
開
設
日
・
時
間

毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

※
11
月
18
日
・
12
月
30
日
・
２
月

17
日
は
お
休
み
し
ま
す
。

■
実
施
内
容

①
パ
ソ
コ
ン
を
使

っ
た
職
業
適
正
診
断
（
キ
ャ
リ

ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
）
、
②
求
人

情
報
の
検
索
、
③
就
職
説
明
会

な
ど
の
就
職
イ
ベ
ン
ト
情
報
の

提
供
、
④
お
し
ご
と
広
場
職
員

に
よ
る
就
職
相
談
（
予
約
不

要
）
、
⑤
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ

る
個
別
相
談
（
要
予
約
）

■
開
設
場
所

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢

２
階
（
伊
勢
市
八
日
市
場
町
13

番
13
号
）

■
予
約
先

お
し
ご
と
広
場
み
え

（
H
０
５
９
・
２
２
２
・
３
３

０
９
）
ま
た
は
伊
勢
市
役
所
商

工
労
政
課
（
H
０
５
９
６
・

21
・
５
５
６
８
）
へ

※
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
伊
勢
市

役
所
産
業
部
商
工
労
政
課
労
政
係

（
H
０
５
９
６
・
21
・
５
５
６
８
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
い
せ
若
者
就
業
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
仕
事
に
就

く
こ
と
へ
の
不
安
が
あ
る
、
人
と

話
す
の
が
苦
手
で
あ
る
な
ど
の
理

由
で
社
会
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出

せ
な
い
で
い
る
若
者
や
、
そ
の
こ

と
に
関
し
て
心
配
し
て
い
る
家
族

の
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

就
職
・
自
立
に
関
す
る
問
題
な

ど
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
利
用
対
象
者

学
校
卒
業
も
し

く
は
中
途
退
学
ま
た
は
離
職

後
、
一
定
期
間
無
業
の
状
態
に

あ
る
概
ね
35
歳
く
ら
い
ま
で
の

若
者
ま
た
は
そ
の
保
護
者

■
開
設
日
・
時
間

週
５
日
（
定

休
日
は
水
曜
・
日
曜
日
）

午

前
９
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

※
水
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日

以
降
の
休
日
で
は
な
い
日
が
休
業

日
と
な
り
ま
す
。

※
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で

の
年
末
年
始
は
休
業
日
と
な
り
ま

す
。

■
相
談
内
容

①
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
（
午
後
１
時
30
分

か
ら
午
後
７
時
ま
で
、
要
予

約
）
、
②
家
族
向
け
相
談
会

（
月
２
回
程
度
、
夜
の
開
催
を

予
定
）

■
相
談
料

無
料

■
開
設
場
所

い
せ
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
北
館
（
シ
テ
ィ
ー
プ
ラ

ザ
）
１
階
（
伊
勢
市
岩
渕
一
丁

目
２
番
地
29
）

■
運
営
主
体

厚
生
労
働
省
の
委

託
事
業
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

い
せ
コ
ン
ビ
ニ
ネ
ッ
ト
が
運
営

※
詳
し
く
は
、
い
せ
若
者
就
業
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
H
０
５

９
６
・
63
・
６
６
０
３
、
\

h
ttp
:/
/
s
p
s
t.e
-is
e
.n
e
t

）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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広報めいわ 11月号平成20年

(2008年)

平成20年

(2008年)

K

自
衛
官
・
生
徒
を募

集

２
０
１
１
年
７
月
24
日

地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
終
了
の
お
知
ら
せ

現
行
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放

送
へ
の
移
行
に
伴
い
、
２
０
１
１
年
７
月
24
日
ま
で
に
終
了
し
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
視
聴
方
法
な
ど
、
受
信
に
関
す
る
相

談
・
問
い
合
わ
せ
は
、
左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
受
信
相
談

総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
受
信
相
談

セ
ン
タ
ー
（
H
０
５
７
０
・
07
・
０
１
０
１
、
ま
た
は
H
03
・
４
３

３
４
・
１
１
１
１
）

■
視
聴
エ
リ
ア

Y
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
\

h
ttp
:/
w
w
w
.d
p
a
.o
r.jp

/

）

自
衛
隊
三
重
地
方
協
力
本
部
で

は
、
自
衛
官
・
生
徒
を
次
の
と
お

り
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
平
成
21

年
度
４
月
入
隊
）

■
応
募
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
男
子

■
願
書
締
め
切
り

12
月
12
日
:

■
試
験
日

12
月
13
日
;
・
14
日

5
■
試
験
会
場

陸
上
自
衛
隊
久
居

駐
屯
地

◎
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒■
応
募
資
格

15
歳
以
上
17
歳
未

満
の
男
子

■
願
書
受
け
付
け

11
月
１
日
;

〜
平
成
21
年
１
月
６
日
7

■
試
験
日

平
成
21
年
１
月
10
日

;
■
試
験
会
場

陸
上
自
衛
隊
久
居

駐
屯
地

※
高
等
工
科
学
校
生
徒
は
、
高
等

学
校
普
通
科
と
同
等
の
教
育
と
併

せ
て
、
技
術
陸
曹
と
し
て
必
要
な

防
衛
基
礎
学
や
専
門
的
な
技
術
教

育
・
訓
練
を
受
け
、
生
徒
課
程
修

了
時
に
「
高
等
学
校
卒
業
資
格
」

を
取
得
で
き
ま
す
。
自
衛
官
で
は

な
く
「
生
徒
」
と
し
て
、
手
当
支

給
を
受
け
な
が
ら
教
育
を
受
け
る

制
度
で
す
。

※
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
自
衛
隊

三
重
地
方
協
力
本
部
伊
勢
地
域
事

務
所
（
H
０
５
９
６
・
23
・
３
８

８
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

交
通
事
故
に
関
す
る

無
料
相
談

日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
交

通
事
故
に
関
す
る
無
料
相
談
を
次

の
と
お
り
お
受
け
し
ま
す
。

交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
人
の
相

談
に
専
門
の
相
談
員
が
応
じ
ま

す
。

①
電
話
相
談

■
と
き

毎
週
月
曜
〜
金
曜
日

（
祝
日
は
除
く
）

午
前
９
時

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時

※
面
談
で
来
訪
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

②
弁
護
士
相
談
（
要
予
約
）

■
と
き

毎
週
木
曜
日
　
午
後
１

時
〜
４
時

■
と
こ
ろ

日
本
損
害
保
険
協
会

四
日
市
自
動
車
保
険
請
求
相
談

課
（
H
０
５
９
・
２
２
６
・
２
１

０
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

11
月
９
日
〜
15
日

秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動

火
の
し
ま
つ

君
が
し
な
く
て

誰
が
す
る

火
災
予
防
運
動
は
、
空
気
が
乾

燥
し
て
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災

予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図

り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
と

と
も
に
、
貴
い
人
命
や
財
産
を
守

る
た
め
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。火

災
な
ど
の
発
生
を
防
止
し
、

ま
た
、
発
生
し
た
場
合
に
的
確
な

行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
す
る
に

は
、
住
民
一
人
一
人
が
防
火
意
識

を
高
め
、
普
段
か
ら
防
火
訓
練
な

ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
基
礎
知

識
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

住
宅
防
火
〜
命
を
守
る
３
つ
の

習
慣
と
４
つ
の
対
策
〜

【
３
つ
の
習
慣
】

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

【
４
つ
の
対
策
】

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設

置
す
る
。

③
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
作
る

④
寝
具
お
よ
び
衣
類
、
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
製
品
を
使
用
す
る
。

※
消
防
法
お
よ
び
火
災
予
防
条
例

に
よ
り
、
平
成
20
年
６
月
か
ら
す

べ
て
の
住
宅
に
「
住
宅
用
火
災
警

報
器
」
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
松
阪
地

区
広
域
消
防
組
合
明
和
消
防
署

（
H
52
・
５
６
０
０
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
（
四
日
市
市
諏
訪
栄

町
１
番
地
12

朝
日
生
命
四
日

市
ビ
ル
７
階
）

※
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー
（
H

０
５
９
・
３
５
３
・
５
９
４
６
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

食
品
表
示
１
１
０
番

「
食
品
表
示
１
１
０
番
」
は
、

国
民
の
皆
さ
ん
か
ら
食
品
の
表
示

に
つ
い
て
の
情
報
提
供
・
問
い
合

わ
せ
を
受
け
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で

す
。
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
食
品
表
示
１
１
０
番

①
東
海
農
政
局
三
重
農
政
事
務
所

表
示
・
規
格
課
　
H
０
５
９
・

２
２
８
・
３
１
５
３

②
三
重
県
健
康
危
機
管
理
室
　
H

０
５
９
・
２
２
４
・
２
３
５
８
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K

総人口 

男 

女 

総世帯 

23,290人　 

11,279人　 

12,011人　 

7,777世帯 

10月の人口 

出生 

死亡 

転入 

転出 

９人 

13人 

47人 

40人 

９月中の増減 

 

 

【
胃
が
ん
検
診
】

■
と
き

12
月
17
日
8

午
前
８

時
〜
10
時
30
分

■
定
員

50
人

■
負
担
金

１
０
０
０
円

■
対
象
者

30
歳
以
上
の
人

※
前
日
の
午
後
９
時
以
降
の
飲
食

は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
胃
の
手

術
を
受
け
た
人
は
受
診
で
き
ま
せ

ん
。

【
乳
が
ん
検
診
】

■
と
き

12
月
17
日
8

■
時
間
・
内
容

①
エ
コ
ー
検

査
＝
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
、

②
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
＝

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

■
定
員

午
前
・
午
後
と
も
40
人

■
負
担
金

７
０
０
円

■
対
象
者

①
エ
コ
ー
検
査
＝
20

歳
以
上
の
人
、
②
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
検
査
＝
40
歳
以
上
の
人

※
乳
が
ん
検
査
を
受
け
る
人
は
、

バ
ス
タ
オ
ル
を
お
待
ち
く
だ
さ

い
。
授
乳
中
の
人
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
な
お
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
検
査
は
、
２
年
に
１
度
の
受
診

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
の
予
約

は
、
本
年
度
は
昭
和
の
偶
数
年
生

ま
れ
の
人
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

【
子
宮
が
ん
検
診
】

■
と
き

12
月
17
日
8

午
後
１

時
〜
２
時

■
定
員

80
人

■
負
担
金

７
０
０
円

■
対
象
者

20
歳
以
上
の
人

※
各
種
が
ん
検
診
の
会
場
は
、
い

ず
れ
も
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

す
。

※
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
申
し
込

み
は
、
12
月
１
日
p
か
ら
で
す
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

長
寿
健
康
課
（
H
52
・
７
１
１
６
）

へ
。

※
広
報
10
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
11
月
３
日
p
の
が
ん

検
診
を
10
月
20
日
p
か
ら
受
け
付

け
ま
す
。
が
ん
検
診
の
種
類
は
胃

が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
で

す
。

※
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
長
寿
健

【
Ｍ
Ｃ
く
ら
ぶ
】

■
と
き

11
月
13
日
9
＝
平
成
18

年
４
月
生
ま
れ
、
12
月
18
日

9
＝
平
成
18
年
５
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
ま

で
に

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
１
歳
６
カ
月
児
の
健
康
診
査
】

■
と
き
・
対
象
児

11
月
14
日

:
＝
平
成
19
年
４
月
生
ま
れ
、

12
月
12
日
:
＝
平
成
19
月
５
月

生
ま
れ

■
受
付
時
間

午
後
１
時
10
分
〜

１
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
３
歳
児
の
健
康
診
査
】

■
と
き
・
対
象
児

11
月
21
日

:
＝
平
成
17
年
４
月
生
ま
れ
、

12
月
19
日
:
＝
平
成
17
年
５
月

生
ま
れ

■
受
付
時
間

午
後
１
時
10
分
〜

１
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
育
児
相
談
】

■
と
き
・
対
象
者

11
月
19
日

8
＝
乳
幼
児
で
月
齢
は
問
い
ま

せ
ん

■
受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
〜

10
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み

子
ど
も
名
前
・
生

年
月
日
・
電
話
番
号
を
、
前
日

ま
で
に
福
祉
子
育
て
課
（
H

52
・
７
１
１
５
）
ま
で

【
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
教
室
】

■
と
き
・
対
象
者

11
月
12
日
8

平
成
20
年
６
月
〜
９
月
出
生
児

（
こ
れ
ま
で
に
未
参
加
の
人
）

■
内
容

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や

赤
ち
ゃ
ん
の
遊
ば
せ
方
、
楽
し

む
育
児
に
つ
い
て
な
ど

■
講
師

チ
ャ
イ
ル
ド
ボ
デ
ィ
ワ

ー
ク
セ
ラ
ピ
ス
ト
　
中
村
幸
美

さ
ん
（
助
産
師
）

■
受
付
時
間

午
前
９
時
50
分
ま

で
（
11
時
30
分
終
了
予
定
）

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
バ

ス
タ
オ
ル
１
枚
、
お
茶
・
果

汁
･
ミ
ル
ク
な
ど
（
必
要
な
人
）

■
申
し
込
み

前
日
ま
で
に
福
祉

子
育
て
課
（
H
52
・
７
１
１
５
）

ま
で
（
定
員
15
人
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

※
場
所
は
い
ず
れ
も
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
詳
し

く
は
福
祉
子
育
て
課
（
H
52
・
７

各
種
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

場
所
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
他

の
動
物
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
が
人
か
ら
人
に
移
る
性
質
に

変
化
（
変
異
）
し
、
新
し
い
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
で
き
ま

す
。
そ
の
ウ
イ
ル
ス
が
、
通
常
の

人
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
同
様
に
人

間
に
感
染
が
広
が
る
と
考
え
ら
れ

る
も
の
で
す
。

過
去
に
世
界
的
に
大
流
行
し
た

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
予
防
し
ま
し
よ
う

康
課
（
H
52
・
７
１
１
６
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
の
健
診
な
ど

場
所
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 
お知らせ
広報めいわ 11月号平成20年

(2008年)

平成20年

(2008年)

K

収 税 対 策 室 か ら の お 知 ら せ

町収税対策室では、平日の役場開庁時間内に、お仕事の都合などで町

税・保険料の納付・相談が困難な皆さんのために、平日の夜間と日曜日

の窓口を、次のとおり開設しています。皆さん、ぜひご利用ください。

＝平日夜間納付・相談窓口＝
■とき 11月13{・27日{（開設時間は、いずれも午後５時15分～８

時30分）

■ところ・内容 役場収税対策室、町税・保険料の納付・相談

＝日曜納付窓口＝
■とき 11月２日・９日・16日・23日・30日（各日曜日。開設時間は、

いずれも午前８時30分～午後５時15分。ただし、正午から午後１時

までの間は窓口を閉じさせていただきます）

■ところ・内容 役場会計課、町税・保険料の納付

※詳しくは、収税対策室（H52・7143）へお問い合わせください。

11月の町税・保険料納付（納期限＝12月１日Q）は次のとおりです。

納税は早めに済ませましょう。いずれも年金天引きを除きます。

■国民健康保険税＝８期
■介護保険料＝８期　■後期高齢者医療保険料＝４期
※納税には口座振替が利用できます。今月は27日{に、お届けの預金口

座から自動的に振替されますので、納付忘れもなく大変便利です。預金

通帳と金融機関届出印をご持参のうえ、町内金融機関窓口、または収税

対策室で手続きをしてください。そのほか、詳しくは、収税対策室

（H52・7143）へお問い合わせください。

夜間・日曜納税窓口の開設

11月の町税・保険料納付ご案内　納税は忘れず！

文
化
祭
を
開
催

度
会
特
別
支
援
学
校

県
立
度
会
特
別
支
援
学
校
で

■
と
き

11
月
30
日
5

受
け
付

け
＝
午
前
８
時
45
分
、
出
発
＝

午
前
９
時
（
雨
天
中
止
）

■
集
合
場
所

大
仏
山
公
園
管
理

事
務
所
前
駐
車
場

■
コ
ー
ス

大
仏
山
公
園
か
ら
離

宮
院
ま
で
往
復
す
る
コ
ー
ス

（
約
５
㌔
）

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
（
H

52
・
７
１
１
６
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

斎
王
参
向
古
道
ま
つ
り

「
ふ
れ
あ
い
・
歴
史
・
自
然
」

を
テ
ー
マ
に
今
年
も
斎
王
参
向
古

道
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆

さ
ん
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き

11
月
９
日
5

参
加
者

受
け
付
け
＝
午
前
８
時
30
分
、

開
始
＝
午
前
９
時

■
と
こ
ろ

水
池
遺
跡
公
園
（
駐

車
場
は
明
星
小
学
校
運
動
場
）

■
内
容

古
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・

斎
王
群
行
・
い
つ
き
の
舞
・
も

ち
ま
き
・
各
種
バ
ザ
ー
・
お
も

て
な
し
・
明
和
町
町
制
50
周
年

記
念
協
賛
事
業
（
展
示
と
福
引
）

な
ど

※
詳
し
く
は
、
村
山
俊
一
さ
ん

（
H
52
・
７
０
７
８
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ス
ペ
イ
ン
風
邪
は
、
多
く
の
死
者

を
出
し
ま
し
た
。
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
も
し
流
行
し
た
ら
そ
の

ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
抵
抗
力
を
も

た
な
い
の
で
病
気
が
急
速
に
広
ま

る
だ
け
で
な
く
、
症
状
も
重
篤
に

な
り
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す

る
ワ
ク
チ
ン
な
ど
は
な
い
の
で
、

移
ら
な
い
よ
う
に
す
る
予
防
が
最

も
重
要
に
な
り
ま
す
。

①
外
出
後
は
手
洗
い
・
う
が
い
を

行
う

②
マ
ス
ク(

ガ
ー
ゼ
マ
ス
ク
よ
り

も
使
い
捨
て
の
プ
リ
ー
ツ
型
や

立
体
型
が
よ
い
）
の
着
用

③
人
込
み
に
い
か
な
い

④
十
分
に
休
養
と
、
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
を
と
り
体
力
や
抵
抗

力
を
高
め
て
お
く

こ
れ
ら
は
、
常
日
頃
か
ら
心
掛

け
る
こ
と
が
普
通
の
風
邪
の
予
防

に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

生
活
に
取
り
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
（
H

52
・
７
１
１
６
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

は
、
「
え
が
お
い
っ
ぱ
い
　
ゆ
め

い
っ
ぱ
い
　
ち
か
ら
い
っ
ぱ
い
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
文
化
祭
を
開
催

し
ま
す
。
児
童
・
生
徒
の
作
品
展

示
や
ゲ
ー
ム
、
模
擬
店
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

バ
ザ
ー
な
ど
楽
し
い
企
画
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

児
童
・
生
徒
、
職
員
一
同
、
楽

し
み
に
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
と
き

11
月
８
日
;

午
前
９

時
20
分
〜
午
後
２
時
40
分

■
と
こ
ろ

県
立
度
会
特
別
支
援

学
校
（
度
会
郡
度
会
町
大
野
木

１
８
２
５
）

※
詳
し
く
は
、
同
校
文
化
祭
担
当

（
H
０
５
９
６
・
62
・
０
０
０
１
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健
康
ウ
ォ
ー
ク
開
催
の
お
知
ら
せ

大
仏
山
公
園
か
ら
離
宮
院
ま
で
を
往
復これまでの健康ウォークの様子
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【明和町ホームページ】
\http://www.town.meiwa.mie.jp/

1
1
月
号

【明和町Eメールアドレス】
Nsoumu@town.mie-meiwa.lg.jp（総務課）

平
成
2
0
年

（
2
0
0
8

N
o
.4
9
3 ふ る さ と 会 館 か ら お 知 ら せいつきのみや歴史体験館からのお知らせ

■とき・内容 ①11月４日R＝午前９時30分～正

午、行政・心配ごと相談、②11月17日Q＝午後１時

30分～４時、心配ごと相談

■ところ 保健福祉センター

※詳しくは、明和町社会福祉協議会（H 52・

7056）へお問い合わせください。

今月の行政・心配ごと相談

おはなし小槌の読み聞かせ

ふるさと会館では、子供を対象とした読み聞かせを次

のとおり行います。楽しいお話しがたくさんあります。

■とき・内容 11月16日P 午後２時～、絵本「とんと

んどんどん」「しりたがりのふくろうぼうや」、紙芝

居「りすさんのどんぐりさがし」

■ところ ふるさと会館２階ロビー

図書館員のお話し会

■とき 11月27日{ 午前11時～

■ところ ふるさと会館１階児童室

としょかん市

■とき 11月２日P 午前10時～午後３時

■ところ ふるさと会館前

郷土の芸術展（書の部）

■とき 11月７日U～11月23日P

■ところ 歴史民俗資料館（ふるさと会館２階）

郷土の芸術展（絵画の部）

■期間 11月26日S～12月21日P

■ところ 歴史民俗資料館（ふるさと会館２階）

※詳しくは、ふるさと会館（]52・7131）へお問い合

わせください。

【11月の休館日】

３日Q・10日Q・17日Q・24日Q・25日R・28日U

※詳しくは、ふるさと会館（H52・7131）へお問い合

わせください。

一人で悩んでいませんか？

●「しつけ？それとも虐待？」

【相談窓口】

明和町保健福祉センター ]52・7127

中勢児童相談所 ]059-231-5666

●ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は犯罪です！

【相談窓口】

明和町福祉子育て課 ]52・7115

配偶者暴力相談支援センター ]059-231-5600

警察安全相談電話 ]059-224-9110・♯9110

松阪警察署 ]0598-53-0110

松阪保健福祉事務所 ]0598-50-0520

※お気軽に、まずはお電話してください。

斎宮浪漫（いつきのみやろまん）まつり

『いつきのみや平安蹴鞠会』を楽しもう！

平安蹴鞠（けまり）会では、京都の蹴鞠保存会の皆さ

んに、本格的な蹴鞠の実演披露と分かりやすい解説をし

ていただき、町内の子どもたちと蹴鞠共演を行います。

また、斎王による「寿（ことほぎ）の儀」や古代米ご

飯の振る舞いなどの各イベント、平安時代の遊び体験や

地元特産品の販売、作品展示などを行います。

■とき 11月22日V 午前10時～午後３時

■ところ いつきのみや歴史体験館、西芝生広場

※雨天の場合は

一部内容を変更

します。そのほ

か、詳しくはい

つきのみや歴史

体験館（]52・

3890）へお問

い合わせくださ

い。

蹴鞠会の様子
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